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本稿では、放射性物質によるコンクリート汚染の機構解明と汚染分布推定に関する研究に対するシリーズ

講演(6)-(10)までの総括とともに今後の展望について講演する。 
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1. 総括および今後の展望 

本事業課題では、福島第一原子力発電所建屋に関わるデータの集積と要素モデルの検討などの基礎検討を

中心に取り組み、下記の成果が得られた。 

1) 対象コンクリートを模擬して強制的に炭酸化または乾燥させた試料を用いた浸漬試験により、Cs、Sr、α

核種の収着・浸透・溶出に関する基礎データを集積し、影響要因を検討した。飽水試料への Cs の浸透挙

動は、普通セメントよりもフライアッシュセメントを用いた条件、炭酸化させた条件、骨材中の粘土鉱物

が含まれる条件において浸透深さが低下することが確認された。飽水試料への Sr の浸透挙動は、普通セ

メントよりもフライアッシュセメントを用いた条件、炭酸化させない条件において浸透深さが低下した

が、骨材中の粘土鉱物の影響は小さかった。また、Cs は Sr よりも数倍程度浸透することが確認された。

乾燥炭酸化試料へは、Cs、Sr とも飽水試料よりも内部へ浸透した。Pu については、セメントの種類、変

質状態によらず析出して移動しにくい状態となり、表層に集中していると考えられた。 

2) 乾燥させた試料への水の浸透挙動を評価し、吸水初期はセメントペースト中の C-S-H の空隙構造変化が

大きく影響すること、その後は t 則に従うことを明らかにし、コンクリート中の水の移動を予測する手

法を提案した。 

3) Cs、Sr の骨材およびセメントペースト中の C-S-H への収着反応をモデル化し、各収着モデルを実装した

浸透挙動予測モデルによって汚染水に接していた対象コンクリートへの Cs および Sr 浸透の数値シミュ

レーションモデルを構築した。 

本事業課題からは、放射性核種はコンクリートの比較的表層に留まる可能性があることが示唆された。そ

のため、ひび割れが見られないような部位では、表層の数 cm 程度をはつることでコンクリートに浸透した

大部分の放射性核種を除去できる可能性がある。このような観点の検証を含め、今後、ひび割れを含んだよ

り現実に近いスケールでの試験の実施や、放射性核種の浸透挙動の数理モデルの高度化、数値シミュレーシ

ョンを用いた建屋スケールでの将来予測システムの構築が必要であると考えられた。 
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